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【表紙内容】

７月19日（土）基山駅前通りを

歩行者天国にして、第27回きの

くに祭りが開催されました。当

日は天候も良く、つなひき大会

では大人から子どもまで手に汗

にぎる熱戦が繰り広げられまし

た。（詳細は４〜５ページに掲

載）

きのくに祭り特集 ４・５

2014ふ・れ・あ・いフェスタイベント参加団体 募集！ ６

９月議会のお知らせ ８

健康・福祉

■平成26年度婦人がん検診の問診票等をお届けします ３

■にっこり母子保健推進員さん通信③ ３

■｢臨時福祉給付金」・「子育て世帯臨時特例給付金」

の申請受付中 ８

■特別児童扶養手当の「所得状況届」をお忘れなく！ 10

■今月の料理 13

■やったね！歯ッピーちゃん 14

特集

■基肄城築造1350年 基肄城を知る①

私たちの町の宝 基肄城跡 ９

募集

■平成26年度10月採用 基山町臨時的任用

職員（保育士）を募集します ３

■子ども・子育て支援新制度に係る意見を募集中です ８

■平成27年国勢調査

標語・ポスター図案を募集します 10

■｢特定保健指導研修」受講者募集 11

■交通安全スローガン及びポスター募集 11

講座・イベント

■｢基山町スポーツ・レクリエーション祭」開催の

お知らせ〜第24回クロスロードスポーツ・

レクリエーション祭予選会〜 10

■ラージボール卓球教室開催のお知らせ 11

一般

■農業委員会 委員の紹介 ６

■ごみの分別をもう一度見直して

ごみの減量化にご協力ください！ ７

■県の現地機関（農林事務所、農業改良普及センター、

土木事務所）の再編が行われます 10

■｢ゆとりチャレンジ」に参加しませんか 12

■自動車運転死傷行為処罰法が施行されました 12

■まちなか公民館オープン！ 13

■寄附ありがとうございました 13

■交際費執行状況 13

■図書館だより 14
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基
山
町
で
は
正
規
職
員
の
育
児
休

業
等
に
よ
り
欠
員
が
生
じ
︑
代
替
職

員
が
必
要
な
場
合
に
︑
期
限
付
き
で

任
用
し
︑
正
規
職
員
と
同
様
の
業
務

に
従
事
す
る
臨
時
的
任
用
職
員
を
募

集
し
ま
す
︒

▽
採
用
予
定
人
員

保
育
士
⁝
１
名

▽
任
用
期
間

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
６
か
月

た
だ
し
︑
１
か
月
以
内
の
期
間
で

更
新
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

(１
回
の
み
︶

▽
受
験
資
格

採
用
日
現
在
で
︑
保
育
士
の
資
格

を
有
す
る
方

▽
勤
務
条
件
等

○
勤
務
時
間
・
休
暇
等

午
前
７
時
30
分
か
ら
午
後
７
時

ま
で
の
う
ち
７
時
間
45
分

年
次
有
給
休
暇
等
の
諸
休
暇
が

あ
り
ま
す
︒

○
給
料

月
額
１
３
５
︐
６
０
０
円
を
基

準
に
︑
経
歴
に
よ
り
こ
の
額
以

上
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
︒

︵
上
限
は
︑
月
額
１
６
１
︐
６
０

０
円
︶︒
こ
の
他
︑
期
末
勤
勉

手
当
︑
時
間
外
勤
務
手
当
︑
該

当
者
に
は
︑
通
勤
手
当
︑
住
居

手
当
等
の
諸
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
︒

○
そ
の
他

健
康
保
険
法
︑
厚
生
年
金
保
険

法
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
︒

▽
受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

申
込
書
の
請
求

申
込
書
・
試
験
案
内
は
︑
総
務
課

で
交
付
し
ま
す
︒

郵
便
請
求
の
場
合
は
︑﹃
臨
時
的

任
用
職
員
採
用
試
験
申
込
書
請

求
﹄
と
朱
書
き
し
︑
宛
名
を
明
記

し
た
定
型
の
返
信
用
封
筒
︵
Ａ
４

サ
イ
ズ
の
入
る
大
き
さ
︶
に
︑
１

２
０
円
切
手
を
必
ず
貼
っ
て
同
封

し
て
く
だ
さ
い
︒

申
込
書
の
提
出
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
︑

写
真
欄
に
平
成
26
年
４
月
以
降
に

撮
影
し
た
本
人
の
写
真
を
貼
っ
て
︑

役
場
３
階
総
務
課
ま
で
ご
提
出
く

だ
さ
い
︒

郵
送
で
申
込
の
場
合
は
封
筒
の
表

に﹁
臨
時
的
任
用
職
員
採
用
申
込
﹂

と
朱
書
き
し
︑
必
ず
書
留
郵
便
で

お
送
り
く
だ
さ
い
︒

受
付
期
間

８
月
15
日︵
金
︶～
９
月
５
日︵
金
︶

(土
・
日
・
祝
日
を
除
く
︶

※
郵
送
の
場
合
は
︑
９
月
５
日
︵
金
︶

の
消
印
ま
で
有
効
︒

▽
試
験
に
つ
い
て

○
日
時

９
月
中
旬

午
前
９
時
開
始
(予
定
)

○
場
所

基
山
町
役
場

３
階

３
０
１
会
議
室

○
内
容

面
接
試
験
︑
作
文
試
験
︑

適
性
検
査
等

※
問
合
せ
先

総
務
課

行
政
係
︵
役
場
３
階
︶

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

※
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(
h
ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp
︶

で
要
綱
等
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

平
成
26
年
度
10
月
採
用

基
山
町
臨
時
的
任
用
職
員
︵
保
育
士
︶
を
募
集
し
ま
す

９
月
９
日
︵
火
︶
よ
り
婦
人
が
ん

検
診
︵
子
宮
が
ん
検
診
及
び
乳
が
ん

検
診
︶
が
始
ま
り
ま
す
︒
事
前
調
査

に
て
予
約
を
い
た
だ
い
た
方
へ
︑
予

約
確
認
通
知
書
や
問
診
票
等
を
郵
送

し
て
い
ま
す
︒
封
筒
が
届
き
ま
し
た

ら
必
ず
中
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
︒

予
約
日
時
や
検
診
項
目
の
変
更
等
の

希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
︑
事
前
に
保

健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
︒

現
時
点
で
︑
予
約
を
さ
れ
て
い
な

い
方
で
受
診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
︑

保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
︒

日
時
に
よ
っ
て
は
︑
受
診
可
能
な
日

が
あ
り
ま
す
︒
電
話
で
の
予
約
も
で

き
ま
す
の
で
︑
必
ず
︑
受
診
を
希
望

す
る
検
診
日
よ
り
前
に
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
︒

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

平
成
26
年
度
婦
人
が
ん
検
診
の
問
診
票
等
を
お
届
け
し
ま
す

にっこり母子保健推進員さん通信③

７月２日に行われた基山町母子推進員会

で、勉強会を開きました。

助産師の松下キヨ子さんから「育児支援∼

母親との関わり方 実践編∼」という講義を

受けました。言語的コミュニケーションは

少しの言い回しの違いで受け取り方が変

わってくることや、会話をするときの態度も

非言語的コミュニケーションになることを

学びました。この学びを活かして、地域の皆

さんと関わっていきたいと思います。

※問合せ先

基山町保健センター

電話９２―２０４５



　
夏
の
恒
例
行
事
「
第
27
回
き
の
く
に

祭
り
」
が
７
月
19
日
（
土
）
に
基
山
駅

前
通
り
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
祭
り
は
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
山
車
み

こ
し
が
、
歩
行
者
天
国
と
な
っ
た
基
山

駅
前
通
り
を
練
り
歩
く
パ
レ
ー
ド
で
幕

が
あ
が
り
ま
し
た
。

　
開
会
式
、
餅
ま
き
後
に
行
わ
れ
た
地

区
対
抗
の
つ
な
ひ
き
大
会
が
行
わ
れ
、

大
人
の
部
も
子
ど
も
の
部
も
、
日
中
の

暑
さ
を
も
上
回
る
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
激

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

パレード

きのくに祭りきのくに祭りきのくに祭り第
27
回 パレード

もちまき

出店の様子
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きのくに祭りきのくに祭りきのくに祭り第
27
回

町民総踊り

どぶろっく、smileステージ

綱引き（こどもの部）

綱引き（大人の部）

キッズファッションショー

　
第
２
部
で
は
キ
ッ
ズ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
、
筑
豊
ア
イ
ド
ルsm
ile

、
そ

し
て
基
山
出
身
の
お
笑
い
芸
人
ど
ぶ

ろ
っ
く
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
た
く
さ

ん
の
人
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

そ
の
盛
り
上
が
り
に
包
ま
れ
た
ま
ま
、

最
後
の
町
民
総
踊
り
で
は
、
一
つ
の
大

き
な
輪
を
作
っ
て
祭
り
の
締
め
く
く
り

に
ふ
さ
わ
し
い
催
し
物
と
な
り
ま
し

た
。今
年
も
様
々
な
出
店
が
立
ち
並
び
、

た
く
さ
ん
の
人
出
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

つなひき大会つなひき大会
（大人の部）
１位　第15区
２位　第６区
３位　第３区、 ７区
（子どもの部）
１位　第２区
２位　第６区
３位　第３区、 ４区
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２
０
１
４
ふ
・
れ
・
あ
・
い
フ
ェ
ス
タ

イ
ベ
ン
ト
参
加
団
体

募
集
！

12
月
14
日
︵
日
︶
に
﹁
２
０
１
４

ふ
・
れ
・
あ
・
い
フ
ェ
ス
タ
﹂
を
基

山
町
役
場
周
辺
で
開
催
し
ま
す
︒

例
年
︑
地
域
間
交
流
や
世
代
間
交

流
な
ど
を
目
的
と
し
て
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
お
り
︑
家
族
連
れ

な
ど
多
く
の
お
客
様
に
ご
参
加
を
い

た
だ
て
い
ま
す
︒
つ
き
ま
し
て
は
︑

フ
ェ
ス
タ
に
参
加
し
︑
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
た
だ
け
る
団
体
を
募
集

し
ま
す
！
み
な
さ
ん
が
日
頃
行
っ
て

い
る
活
動
の
面
白
さ
や
奥
深
さ
な
ど

を
︑
フ
ェ
ス
タ
を
通
し
て
町
民
の
み

な
さ
ん
と
共
有
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

フ
ェ
ス
タ
を
一
緒
に
盛
り
上
げ
る
︑

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

(な
お
︑
参
加
希
望
多
数
の
場
合

や
内
容
に
よ
っ
て
は
︑
実
施
の
ご
希

望
に
添
え
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す

の
で
︑
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
︒︶

▽
申
込
み
資
格

・
町
内
で
活
動
さ
れ
て
い
る
団
体
で
︑

ひ
と
つ
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
参
加

い
た
だ
け
る
団
体
︒

・
営
利
目
的
の
販
売
の
み
の
参
加
は

で
き
ま
せ
ん
︒

▽
申
込
み
方
法

申
込
み
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
︑
持
参
︑
郵
送
︑
Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
企
画
政
策

課
ま
で
ご
提
出
く
だ
さ
い
︒
な
お
︑

申
込
み
用
紙
は
企
画
政
策
課
に
て

配
布
し
て
い
る
ほ
か
︑
基
山
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で

す
︒

▽
応
募
締
切
り

９
月
12
日
︵
金
︶

必
着

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

企
画
政
策
課

協
働
推
進
係

電
話

９
２
︱
２
１
８
８

〒
８
４
１
︱
０
２
０
４

基
山
町
大
字
宮
浦
６
６
６

Ｅ
メ
ー
ル

fu
r
e
a
ife
s
ta
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

農
業
委
員
会

委
員
の
紹
介

３
年
に
一
度
の
改
選
に
よ
り
︑
７
月
20
日
か
ら
13
名
の
方
が
︑
基
山
町
農
業
委
員
会
委
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
︒

こ
れ
か
ら
委
員
の
皆
さ
ん
は
︑
基
山
町
の
﹁
農
地
の
売
買
や
転
用
等
の
許
認
可
﹂︑﹁
農
地
の
担
い
手
育
成
﹂
や
﹁
耕
作

放
棄
地
の
解
消
・
農
地
の
有
効
利
用
促
進
﹂
な
ど
農
業
及
び
農
業
者
の
た
め
に
活
動
さ
れ
ま
す
︒

区
分

氏

名

住

所

議
会

推
薦

西
依

義
實

１
区

三
ヶ
敷
西

公
選

長
野

満
夫

１
区

長
谷
川

公
選

(
職
務
代
理
者
)

大
石

正
人

２
区

小
松
東

公
選

大
村

�

２
区

黒
目
牛

公
選

坂
本

勇
一

３
区

向
平
原

公
選

(
会
長
)

原

利
�

４
区

宮
脇
下

議
会

推
薦

熊
本

富
雄

４
区

才
の
上

公
選

井
上

忠
雄

５
区

大
城

農
協

推
薦

大
久
保
敏
幸

６
区

丸
林
西

公
選

梁
井

正
義

６
区

池
ノ
坂

共
済

推
薦

舟
木

壽

７
区

長
野

公
選

森

一
則

７
区

野
口

議
会

推
薦

簑
原

茂
行

７
区

北
奈
良
田

(行
政
区
・
年
齢
順
・
敬
称
略
)

梁井 正義舟木 壽森 一則簑原 茂行

大久保敏幸 井上 忠雄 熊本 富雄 原 利� 坂本 勇一

西依 義實長野 満夫大石 正人大村 �
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平
成
25
年
度
の
ご
み
総
排
出
量
は
約
６
︐

３
６
７
ｔ
で
︑
前
年
度
か
ら
約
１
７
３
ｔ

減
量
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒
そ
の
反

面
︑
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
減
少
し
て
い
ま
す
︒

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
︑

私
た
ち
は
ご
み
の
減
量
︑
再
使
用
・
リ
サ

イ
ク
ル
に
努
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
︒

特
に
燃
え
る
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て

い
る
約
58
・
４
％
の
紙
・
布
類
中
に
は
︑

菓
子
箱
等
の
分
別
す
れ
ば
資
源
化
で
き
る

雑
が
み
類
が
多
く
混
入
し
て
い
ま
す
︒
ま

た
︑
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
こ
と
で
︑
燃

え
る
ご
み
の
大
幅
な
減
量
が
で
き
ま
す
︒

※
本
町
で
は
︑
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
費

に
対
し
て
２
分
の
１
︵
上
限
２
万
円
︶
の

補
助
を
し
て
い
ま
す
︒
こ
ち
ら
も
是
非
ご

利
用
く
だ
さ
い
︒

ご
み
減
量
化
の
第
一
歩
は
不
要
な
も

の
・
使
い
捨
て
の
も
の
を
買
わ
な
い
こ
と

で
す
︒
い
つ
ま
で
も
暮
ら
し
や
す
い
環
境

を
保
つ
た
め
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

農
林
環
境
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

ご
み
の
分
別
を
も
う
一
度
見
直
し
て
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
！

燃えるごみ 不燃ごみ 粗大ごみ 空缶 空ビン 乾電池 蛍光管
H２２年度 4,954.64 144.58 276.49 56.15 142.79 4.46 1.49
H２３年度 5,099.02 151.89 281.56 56.37 141.32 4.55 1.45
H２４年度 5,108.23 156.56 294.93 56.95 145.04 4.11 1.21
H２５年度 4,986.04 151.40 298.60 51.55 141.15 3.92 1.74

H２２年度
H２３年度
H２４年度
H２５年度

H２２年度 6,372.55 H２２年度 737.55 H２２年度
H２３年度 6,571.50 H２３年度 726.70 H２３年度
H２４年度 6,539.32 H２４年度 725.90 H２４年度
H２５年度 6,366.71 H２５年度 711.30 H２５年度

H２２年度
H２３年度
H２４年度
H２５年度

単位：　ｔ

ペットボトル 新聞紙 雑誌 段ボール 古着 白色トレイ 紙パック その他
H２２年度 32.49 262.51 351.49 88.74 54.40 1.02 0.30 1.00
H２３年度 29.06 269.49 394.27 86.95 52.24 0.99 0.96 1.38
H２４年度 32.99 244.35 349.02 92.48 49.72 0.86 0.93 1.94
H２５年度 29.89 236.07 335.48 87.12 40.48 0.71 0.86 1.70

732.31

鉄類・アルミ・ビン・その他
235.11

スラブ・メタル・飛灰

230.82
229.69
224.71

総排出量

平成２５年度　基山町のごみの排出量とリサイクル状況
単位：　ｔ

総搬入量

5,634.40

5,580.60

791.95
835.34
772.29

総搬入量

5,736.16
5,767.03

資源物となるものは再生する施設へ排出し、

燃えるごみは溶融しています。

資源物として再生施設へ搬入され、

ごみが再び利用できるものに、

生まれ変わります。

タイルやブロック等に再生利用化。 クリーンヒル宝満で選別・中間処理後に
再生施設で資源化されます。

町独自処理資源化量

クリーンヒル宝満溶融物
再資源量家庭から排出されるごみ

クリーンヒル宝満搬入量（基山分）

クリーンヒル宝満リサイクルセンター
再資源量
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９
月
議
会
の
お
知
ら
せ

｢

臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
・
﹁
子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
﹂
の
申
請
受
付
中

対
象
予
定
の
方
は
申
請
期
間
内
に

必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
︒

▽
申
請
先

基
山
町
役
場

健
康
福

祉
課
﹁
臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
窓
口
︑

こ
ど
も
課
﹁
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
﹂
窓
口

▽
申
請
期
間

９
月
30
日
︵
火
︶
ま
で

※
問
合
せ
先

｢臨
時
福
祉
給
付
金
﹂
⁝
健
康
福

祉
課

電
話
９
２
︱
７
９
６
４

｢子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
﹂

⁝
こ
ど
も
課

電
話
９
２
︱
７
９
６
８

基
山
町
議
会
９
月
議
会
は
︑
左
記

の
日
程
で
開
催
す
る
予
定
で
す
︒

会
期
中
は
︑
ど
の
日
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
︒

議
場
は
︑
庁
舎
４
階
で
す
︒

▽
会
期
日
程

左
記
参
照

※
こ
の
日
程
は
予
定
で
あ
り
︑
状
況

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
︒

※
問
合
せ
先

議
会
事
務
局

電
話
９
２
︱
６
５
４
３

ヘルスメイトの食育だより②

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に

係
る
意
見
を
募
集
中
で
す

平
成
27
年
度
か
ら
施
行
予
定
の
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
に
伴
う
︑

町
で
定
め
る
基
準
案
︵
骨
子
案
︶
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
公
開
し
︑
合
わ

せ
て
意
見
を
募
集
中
で
す
︒

▽
意
見
の
募
集
期
間

８
月
11
日︵
月
︶～
８
月
27
日︵
水
︶

▽
公
表
場
所

・
こ
ど
も
課
︵
庁
舎
１
階
︶

・
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
(庁
舎
１
階
)

・
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
人

町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
︑
町
内
の

事
務
所
︑
事
業
所
を
有
す
る
個
人
・

法
人
等
︑
町
内
に
通
勤
︑
通
学
し

て
い
る
人
な
ど
︒

▽
意
見
の
提
出
方
法

提
出
様
式
は
自
由
で
す
が
︑
住

所
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
︑
郵
送
︑

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
︑直
接
持
参
︑メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し

て
く
だ
さ
い
︒
口
頭
︑
電
話
で
の

意
見
は
お
受
け
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
了
承
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
・
提
出
先

こ
ど
も
課

子
育
て
支
援
係

〒
８
４
１
︱
０
２
０
４

基
山
町
大
字
宮
浦
６
６
６
番
地

電
話
９
２
︱
７
９
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
７
１
８
４

Ｅ
メ
ー
ル

k
o
d
o
m
o
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

日 曜日 開始時間 区 分 内 容 場 所

８ 月 午前９時30分 本会議
会期を決定します。
町長が議案の提案理由を説明します。
決算特別委員会の設置を決めます。

議 場

９ 火 午前９時30分 本会議
≪一般質問≫
議員が町政に関する質問を行いま
す。

10 水 午前９時30分 本会議

11 木 午前９時30分 本会議
議案審議（議案内容について町長
に質問します。）
委員会付託（委員会で審査するよ
うに決めます。）

12 金 午前９時30分 常任委員会 付託を受けた議案を審査します。 委員会室

13 土

休 会14 日

15 月

16 火 午前９時30分 常任委員会
常任委員会での審査の結果を集約
します。

委員会室

17 水
午前９時30分 本会議

常任委員会の審査結果を委員長が
報告します。
議案について討論・採決を行います。

議 場

本会議終了後 決算特別委員会

付託を受けた議案を審査します。 大会議室18 木 午前９時30分 決算特別委員会

19 金 午前９時30分 決算特別委員会

20 土
休 会

21 日

22 月

午前９時30分 決算特別委員会
決算特別委員会での審査の結果を
集約します。

大会議室

午後１時30分 本会議
決算特別委員会の審査結果を委員
長が報告します。
議案について討論・採決を行います。

議 場
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皆
さ
ん
は
、
町
の
北
側
に
聳そ

び

え
る

基
山
︵
き
ざ
ん
︶
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
。
お
そ
ら
く
多
く
の
方
が
﹁
当

然
知
っ
て
い
る
よ
﹂
と
お
っ
し
ゃ
る

か

も

知

れ

ま

せ

ん
。
﹁
今

さ

ら

何

を
？
﹂
と
い
う
方
も
お
ら
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
基
山
は
、

昔
か
ら
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
と

し
て
親
し
ま
れ
、
草
ス
キ
ー
・
登
山
・

子
供
た
ち
の
遠
足
な
ど
の
憩
い
の
場

と
し
て
も
、
多
く
の
町
内
外
の
人
々

が

訪

れ

て

き

ま

し
た
。
ま
た
、
基

山
の
頂
上
︵
標
高

約
４
０
４
ｍ
︶
か

ら
は
、
町
内
は
も

と
よ
り
、
北
は
博

多
湾
、
南
は
有
明

海
、
そ
し
て
雲
仙

方

面

ま

で

見

渡

す

こ

と

が

で

き

る
と
い
う
、
素
晴

ら

し

い

眺

望

を

楽

し

む

こ

と

が

で
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
の
ど
か
な

基
山
に
、
日
本
最
古
の
本
格
的
な
山

城
と
い
わ
れ
る
﹁
基
肄
城
跡
﹂
と
い

う
宝
が
残
っ
て
い
る
の
で
す
。

基
肄
城
は
、
日
本
書
紀
の
記
載
に

よ
れ
ば
、
百
済
と
い
う
友
好
国
の
再

興
に
協
力
す
る
た
め
、
朝
鮮
半
島
に

出
兵
し
た
当
時
の
日
本
が
、
６
６
３

年
の
白
村
江
の
戦
い
で
唐
・
新
羅
軍

に
敗
北
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

次
は
日
本
に
両
国
が
攻
め
て
く
る
か

も
知
れ
な
い
と
い
う
危
機
的
状
況
へ

の
早
急
な
対
応
が
必
要
と
な
り
、
６

６
４
年
に
壱
岐
・
対
馬
な
ど
の
北
部

九
州
に
防
人

さ
き
も
り

・
烽
火

の

ろ

し

を
配
置
し
、
同

年
に
現
在
の
大
宰
府
政
庁
の
北
西
部

に
水
城
、
そ
し
て
翌
年
の
６
６
５
年

に
大
野
城
と
と
も
に
基
肄
城
を
築
い

た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
基
肄
城
は
、

現
在
の
中
国
・
朝
鮮
半
島
と
い
う
東

ア
ジ
ア
の
国
際
情
勢
の
中
で
、
我
が

国
が
直
面
し
た
大
事
件
を
き
っ
か
け

に
つ
く
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
城
は
、
基
山
山
頂
か
ら
谷
を

挟
ん
で
東
の
峰
ま
で
の
60
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
超
え
る
広
大
な
範
囲
を
敵
か
ら

守
る
た
め
に
約
３
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
城
壁
で
囲
み
、
所
々
に
門
を
設

置
し
、
城
内
に
は
、
主
に
武
器
や
食

料
を
保
管
す
る
た
め
な
ど
の
建
物
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
敵
が
攻
め
て
き

た
時
に
は
、
城
内
に
こ
も
っ
て
戦
う

た
め
の
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

基
肄
城
跡
は
、
昭
和
12
年
に
古
代

山
城
と
し
て
日
本
の
城
の
歴
史
を
考

え
る
う
え
で
極
め
て
価
値
の
高
い
も

の
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
、
国

の
史
跡
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
29
年
に
は
、
我
が
国

の
史
跡
の
中
で
も
特
に
重
要
な
も
の

と
し
て
、
国
宝
級
で
あ
る
〝
特
別
史

跡
〟
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
築

城
か
ら
千
年
以
上
と
い
う
永
い
間
、

現
在
の
よ
う
な
良
好
な
状
況
で
守
り

伝
え
て
い
た
だ
い
た
、
郷
土
の
先
人

達
の
努
力
の
賜
物
で
あ
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
つ
ま
り
、
基
肄
城
跡
は
国
の

宝
で
あ
る
と
と
も
に
、
町
︵
郷
土
︶

の
宝
で
も
あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

基
肄
城
は
、
来
年
の
平
成
27
年
に

築
造
か
ら
記
念
す
べ
き
１
３
５
０
年

目
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
た
び
、
こ
れ

を
契
機
と
し
て
、
基
肄
城
や
基
山
に

つ
い
て
、
本
町
の
歴
史
研
究
団
体
で

あ
る
、
基
山
の
歴
史
と
文
化
を
語
り

継
ぐ
会
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

に
よ
り
、
毎
月
15
日
号
の
広

報
き
や
ま
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
・
文
化
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
①

私
た
ち
の
町
の
宝

基
肄
城
跡

昭和30年頃（約60年前）の基山山頂の様子

基肄城跡航空写真（背後に大野城跡・水城跡）

基山山頂の基肄城跡土塁線（昭和28年頃）
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｢
基
山
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
﹂
開
催
の
お
知
ら
せ

～
第
24
回
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
祭
予
選
会
～

９
月
１
日
付
け
で
︑
佐
賀
県
の
現

地
機
関
︵
農
林
事
務
所
︑
農
業
改
良

普
及
セ
ン
タ
ー
︑
土
木
事
務
所
︶
の

再
編
が
行
わ
れ
︑
基
山
町
を
管
轄
す

る
土
木
事
務
所
及
び
農
林
事
務
所
が

次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
す
︒

︵
管
轄
土
木
事
務
所
︶

名
称

東
部
土
木
事
務
所

場
所

鳥
栖
市
元
町
１
２
３
４
︱
１

︵
現
・
鳥
栖
土
木
事
務
所
︶

︵
管
轄
農
林
事
務
所
︶

名
称

東
部
農
林
事
務
所

場
所

神
埼
市
神
埼
町
鶴
３
５
４
２

︵
現
・
神
埼
土
木
事
務
所
︶

な
お
︑
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
︑
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ず
︑
三
神
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
管
轄
と
な
り
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
経
営
支
援
本
部
職
員
課

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
０
１
１

県
の
現
地
機
関
︵
農
林
事
務
所
、

農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
土
木
事
務
所
︶

の
再
編
が
行
わ
れ
ま
す

︻
佐
賀
県
︼

平
成
27
年
国
勢
調
査

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
図
案
を
募
集
し
ま
す

総
務
省
統
計
局
で
は
︑
平
成
27
年

10
月
１
日
現
在
で
﹁
平
成
27
年
国
勢

調
査
﹂
を
実
施
し
ま
す
︒

国
勢
調
査
の
結
果
は
︑
国
や
地
方

公
共
団
体
に
お
け
る
各
種
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ほ

か
︑
学
術
・
研
究
︑
教
育
な
ど
社
会
・

経
済
の
幅
広
い
分
野
で
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
︒

こ
の
国
勢
調
査
の
実
施
に
当
た
り
︑

国
勢
調
査
の
意
義
や
重
要
性
へ
の
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
き
︑
す
べ
て
の

人
の
理
解
と
協
力
の
下
に
調
査
が
正

確
か
つ
円
滑
に
行
わ
れ
る
よ
う
︑
国

勢
調
査
に
関
す
る
﹁
標
語
﹂
及
び
﹁
ポ

ス
タ
ー
図
案
﹂
を
募
集
し
ま
す
︒

▽
趣
旨

国
勢
調
査
の
意
義
や
重
要
性
︑
調

査
の
実
施
に
は
す
べ
て
の
人
の
理

解
と
協
力
が
必
要
と
な
る
こ
と
な

ど
を
表
現
し
て
く
だ
さ
い
︒︵
国

勢
調
査
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
︒
h
ttp
:
/
/
w
w
w
.
sta
t.
g
o
.
jp
/

d
a
ta
/
k
o
k
u
se
i/
2
0
1
5
/
h
y
o
g
o
.h
tm
︶

▽
応
募
区
分

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
応
じ
︑
ど
な

た
で
も
応
募
で
き
ま
す
︒

｢標
語
﹂
①
小
学
生
部
門
②
中
学

生
部
門
③
一
般
部
門
︵
高
校
生
・

大
学
生
を
含
む
︶

｢ポ
ス
タ
ー
図
案
﹂
①
小
学
生
部

門
②
中
学
生
部
門

▽
募
集
締
切

９
月
10
日
︵
水
︶

応
募
条
件
や
応
募
方
法
な
ど
が
記

載
さ
れ
た
募
集
要
領
を
企
画
政
策

課
で
配
布
し
て
い
ま
す
︒

※
問
合
せ
先

企
画
政
策
課

総
合
政
策
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

基
山
町
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭
を
次
の
種
目
︑
日
程
で
行

い
ま
す
︒

各
種
目
の
上
位
入
賞
者︵
チ
ー
ム
︶

は
︑
11
月
９
日
︵
日
︶
に
基
山
町
で

開
催
さ
れ
る
第
24
回
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

の
出
場
権
が
得
ら
れ
ま
す
︒
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
︒

▽
[ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
︵
35
歳
以

上
︶
]

▽
[室
内
ぺ
タ
ン
ク
]

・
期
日

９
月
９
日
︵
火
︶

・
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

・
時
間

午
後
７
時
集
合

▽
[ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
︵
35
歳

以
上
︶
]

▽
[ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
]

・
期
日

９
月
10
日
︵
水
︶

・
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

・
時
間

午
後
７
時
集
合

▽
[タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
]

・
期
日

９
月
16
日
︵
火
︶

・
場
所

多
目
的
運
動
場
外
周
コ
ー

ス
・
時
間

午
前
９
時
集
合

◎
年
齢
の
基
準
は
︑
平
成
26
年
４
月

１
日
現
在
で
す
︒

◎
各
種
目
の
参
加
人
数
・
構
成
等
に

つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
︒

※
申
込
締
切

８
月
29
日
︵
金
︶

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

教
育
学
習
課

ま
な
び
ス
ポ
ー
ツ
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
﹁
所
得
状
況
届
﹂
を
お
忘
れ
な
く
！

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
︑
９
月
５
日
︵
金
︶
ま
で

に
﹁
所
得
状
況
届
﹂
を
提
出
す
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
︒
期
限
内
に
提

出
さ
れ
な
い
場
合
︑
手
当
の
支
給
が

止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
︑

必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
・
提
出
先

健
康
福
祉
課

福
祉
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
４
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特
定
保
健
指
導
業
務
に
従
事
す
る

た
め
の
専
門
知
識
に
つ
い
て
︑
以
下

の
と
お
り
研
修
会
を
開
催
し
ま
す
︒

▽
基
礎
研
修
コ
ー
ス
︵
３
日
間
︶

｢特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
﹂
の

基
本
的
な
考
え
方
及
び
実
践
手
順
︑

保
健
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
︑
保
健
指
導
に
活

用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
研
修
で
す
︒

①
研
修
日
時

１
日
目

10
月
19
日
︵
日
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

２
日
目

10
月
26
日
︵
日
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

３
日
目

11
月
16
日
︵
日
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

②
募
集
定
員

50
名

▽
指
導
力
向
上
研
修
コ
ー
ス
︵
Ａ
・

Ｂ
コ
ー
ス
各
１
日
間
︶

保
健
指
導
に
お
け
る
具
体
的
な
ア

プ
ロ
ー
チ
に
必
要
な
専
門
的
な
知

識
や
技
術
を
取
得
し
︑
行
動
変
容

に
有
効
な
保
健
指
導
を
実
践
で
き

る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
研
修
で
す
︒

①
研
修
日
時

Ａ
コ
ー
ス

11
月
30
日
︵
日
︶

Ｂ
コ
ー
ス

12
月
７
日
︵
日
︶

各
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

②
募
集
定
員

両
コ
ー
ス
と
も
各
50

名
︵
計
１
０
０
名
︶

▽
受
講
対
象
者

医
師
︑
保
健
師
︑

看
護
師
︑
管
理
栄
養
士
︒
※
看
護

師
の
場
合
︑
一
定
の
経
験
が
必
要

で
す
︒

▽
研
修
会
場

佐
賀
県
総
合
保
健
会
館

(佐
賀
市
天
神
一
丁
目
４
番
15
号
︶

▽
受
講
料

無
料

▽
申
込
受
付
期
間

基
礎
研
修
コ
ー
ス

９
月
１
日
(月
)～
９
月
30
日︵
火
︶

指
導
力
向
上
研
修
コ
ー
ス

10
月
14
日
(火
)～
11
月
14
日
(金
)

▽
申
込
方
法

受
講
申
込
書
を
︑
郵

送
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
︒
申
込
書
様

式
は
︑
佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
︒

U
R
L

h
ttp
:/
/
w
w
w
2
.sa
g
a
n
e
t.n
e
.jp
/
sa
g
a
-
sh
k
/

※
問
合
せ
・
提
出
先

佐
賀
県
総
合
保
健
協
会
内

佐
賀
保
健
指
導
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン

(〒
８
４
０
︱
０
８
１
５

佐
賀

市
天
神
一
丁
目
４
番
15
号
︶

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
２
３
２
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
２
︱
２
５
︱
０
５
１
７

E
-
m
a
il

s
a
g
a
-
s
h
k
@
v
ip
.s
a
g
a
n
e
t.n
e
.jp

︵
一
財
︶
全
国
交
通
安
全
協
会
等

で
は
︑
平
成
27
年
に
使
用
す
る
交

通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン
及
び
ポ

ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
ま
す
︒

◎
募
集
期
間

・
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

９
月
30
日
︵
火
︶
ま
で

・
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

11
月
上
旬
か
ら
翌
年
１
月
31
日
ま

で
◎
募
集
部
門
︵
ス
ロ
ー
ガ
ン
︑
ポ
ス

タ
ー
と
も
︶

・
一
般
部
門
Ａ
＝
運
転
者
向
け

・
一
般
部
門
Ｂ
＝
歩
行
者
・
自
転
車

向
け

・
こ
ど
も
部
門
＝
小
・
中
学
生
向
け

◎
そ
の
他

ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
に
は
︑
各
部

門
の
平
成
27
年
使
用
内
閣
総
理
大

臣
賞
受
賞
ス
ロ
ー
ガ
ン
︵
11
月
下

旬
発
表
予
定
︶
を
必
ず
原
文
の
ま

ま
使
う
こ
と
︒

※
問
合
せ
先

鳥
栖
三
養
基
地
区
交
通
安
全
協
会

電
話
８
２
︱
６
１
５
２

基
山
町
卓
球
協
会
主
催
に
よ
る

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室
を
開
催
し

ま
す
︒

▽
期
日

９
月
５
日
︑
12
日
︑
19
日
︑

26
日
︑
10
月
３
日
︑
10
日
︵
い
ず

れ
も
金
曜
日
全
６
回
︶

▽
時
間

午
前
10
時
～
12
時

▽
場
所

総
合
体
育
館
ア
リ
ー
ナ

▽
募
集
人
数

若
干
名

▽
費
用

１
︐
２
０
０
円
／
６
回
分

︵
傷
害
保
険
料
別
途
︶

▽
申
込
締
切

８
月
22
日
︵
金
︶

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

基
山
町
卓
球
協
会

森

電
話
９
２
︱
５
３
９
５

｢
特
定
保
健
指
導
研
修
﹂

受
講
者
募
集

︻
佐
賀
保
健
指
導
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
︼

交
通
安
全
ス
ロ
ー
ガ
ン

及
び
ポ
ス
タ
ー
募
集

︻
鳥
栖
三
養
基
地
区
交
通
安
全
協
会
︼

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル

卓
球
教
室
開
催
の
お
知
ら
せ

︻
基
山
町
卓
球
協
会
︼

︿
有
料
広
告
﹀
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佐
賀
県
で
は
ノ
ー
残
業
や
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
促
進
な
ど
︑
労
働
時

間
短
縮
に
取
り
組
む
﹁
ゆ
と
り
チ
ャ

レ
ン
ジ
﹂
に
参
加
す
る
事
業
所
を
募

集
し
ま
す
︒
こ
の
機
会
に
仕
事
と
生

活
の
調
和
の
と
れ
た
ゆ
と
り
あ
る
生

活
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
︒

◎
取
組
期
間

10
月
１
日
︵
水
︶

～
11
月
30
日
︵
日
︶

▽
内
容

期
間
中
の
い
ず
れ
か
の
時

期
に
︑
ノ
ー
残
業
や
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と

を
宣
言
し
︑
実
践
し
ま
す
︒

▽
応
募
方
法

所
定
の
参
加
申
込
書

に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
佐
賀
県
雇
用
労

働
課
へ
送
付
し
て
く
だ
さ
い
︒

▽
募
集
締
切

９
月
30
日
︵
火
︶

※
問
合
せ
先

佐
賀
県
雇
用
労
働
課

労
働
福
祉
相
談
担
当

電
話
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
１
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
２
︱
２
５
︱
７
３
０
５

◎
自
動
車
の
運
転
に
よ
る
死
傷
事
件

の
発
生
件
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
が
︑
飲
酒
運
転
や
無
免
許
運
転
の

よ
う
な
悪
質
で
危
険
な
運
転
に
よ
っ

て
亡
く
な
ら
れ
た
り
怪
我
を
さ
れ
た

り
す
る
事
件
は
︑
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
︒

そ
こ
で
︑﹁
自
動
車
運
転
死
傷
行

為
処
罰
法
︵
自
動
車
の
運
転
に
よ
り

人
を
死
傷
さ
せ
る
行
為
等
の
処
罰
に

関
す
る
法
律
︶﹂
が
︑
平
成
26
年
５
月

20
日
に
施
行
さ
れ
︑
自
動
車
の
運
転

に
よ
る
死
傷
事
件
に
対
し
て
︑
運
転

の
悪
質
性
や
危
険
性
な
ど
の
実
態
に

応
じ
た
処
罰
が
で
き
る
よ
う
に
罰
則

の
整
備
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

●
新
法
の
ポ
イ
ン
ト

〇
﹁
危
険
運
転
致
死
傷
罪
﹂﹁
自
動
車

運
転
過
失
致
死
傷
罪
﹂
が
新
法
に
移

行
さ
れ
ま
す
︒

こ
れ
ま
で
︑
自
動
車
の
運
転
に
よ

る
死
傷
事
件
の
処
罰
規
定
は
︑
刑
法

の
﹁
危
険
運
転
致
死
傷
罪
﹂﹁
自
動
車

運
転
過
失
致
死
罪
﹂
で
し
た
が
︑
こ

れ
ら
が
新
法
に
移
行
さ
れ
ま
す
︒

従
来
の
﹁
自
動
車
運
転
過
失
致
傷

罪
﹂
が
新
法
の
﹁
過
失
運
転
致
死
傷
﹂

に
罪
名
が
変
更
と
な
り
ま
す
が
︑
罰

則
は
変
わ
り
ま
せ
ん
︒

【

罰
則
︼
７
年
以
下
の
懲
役
若
し
く
は

禁
固
又
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金

〇
危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
﹁
通
行
禁

止
道
路
の
危
険
運
転
﹂
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
︒

危
険
運
転
致
死
傷
罪
に
﹁
通
行
禁

止
道
路
を
重
大
な
交
通
の
危
険
を
生

じ
さ
せ
る
速
度
で
運
転
す
る
行
為
﹂

が
追
加
さ
れ
ま
し
た
︒

【

罰
則
︼・
死
亡
：
１
年
以
上
20
年
以

下
の
懲
役

・
傷
害
：
15
年
以
下
の
懲
役

〇
病
気
等
の
影
響
に
よ
る
死
傷
事
故

に
危
険
運
転
致
死
傷
罪
が
適
用
さ
れ

ま
す
︒

ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
及
び
病
気

の
た
め
﹁
正
常
な
運
転
に
支
障
が
生

じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
﹂
で
あ
る

こ
と
を
自
分
で
も
わ
か
っ
て
い
な
が

ら
自
動
車
を
運
転
し
︑
そ
の
影
響
に

よ
り
正
常
な
運
転
が
困
難
に
な
り
︑

人
を
死
傷
さ
せ
た
場
合
に
も
危
険
運

転
致
死
傷
罪
が
適
用
さ
れ
ま
す
︒

【

罰
則
︼・
死
亡
：
15
年
以
下
の
懲
役

・
傷
害
：
12
年
以
下
の
懲
役

〇
飲
酒
運
転
事
故
等
の
﹁
逃
げ
得
﹂

を
防
ぐ
処
罰
が
規
定
さ
れ
ま
す
︒

ア
ル
コ
ー
ル
又
は
薬
物
の
影
響
に

よ
り
︑
正
常
な
運
転
に
支
障
が
生
じ

る
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
で
い
て
︑
ア

ル
コ
ー
ル
等
の
影
響
の
発
覚
を
逃
れ

る
た
め
︑
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂

取
す
る
︑
あ
る
い
は
そ
の
場
か
ら
離

れ
て
ア
ル
コ
ー
ル
等
の
濃
度
を
減
少

さ
せ
る
行
為
等
に
対
す
る
処
罰
規
定

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
︒

【

罰
則
︼
12
年
以
下
の
懲
役

〇
無
免
許
運
転
の
場
合
は
刑
が
加
重

さ
れ
ま
す
︒

自
動
車
の
運
転
に
よ
り
人
を
死
傷

さ
せ
た
者
が
無
免
許
運
転
で
あ
っ
た

場
合
︑
そ
れ
ぞ
れ
刑
が
加
重
さ
れ
ま

す
︒
例
え
ば
過
失
運
転
致
死
傷
罪
で

無
免
許
運
転
の
場
合
は
︑
10
年
以
下

の
懲
役
と
な
り
ま
す
︒

な
お
︑
無
免
許
に
は
運
転
免
許
を

取
得
し
た
こ
と
が
な
い
場
合
だ
け
で

な
く
︑
運
転
免
許
停
止
中
の
場
合
も

含
ま
れ
ま
す
︒

※
詳
し
く
は
︑
佐
賀
県
警
察
本
部

電
話
０
９
５
２
︱
２
４
︱
１
１
１
１

｢
ゆ
と
り
チ
ャ
レ
ン
ジ
﹂

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
︻
佐
賀
県
︼

自
動
車
運
転
死
傷
行
為

処
罰
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た

︻
佐
賀
県
警
察
本
部
︼

☆相談は無料です。お気軽にお電話、お立ち寄りください☆

相続 ・ 遺言・ 登記

【月～金】８：３０～１８：３０【土日】電話予約で休日や時間外でもご相談に応じます。

司 法 書 士 大 串 法 光 事 務 所
基山町宮浦１５５（京町JAスタンド交差点南側）

TEL００９９４４２２－－９９２２－－６６７７２２２２成年後見 ・ 法律相談︿
有
料
広
告
﹀
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ミ
ル
ク
茶
碗
蒸
し

材
料

４
人
分

卵
１
個
︑
牛
乳
350
㎖
︑

塩
小
さ
じ
１
／
２
︑

し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ

１
／
２
︑
レ
モ
ン

の
皮
１
／
４
個
︑

み
つ
ば
８
本

作
り
方

①
み
つ
ば
は
３
㎝
に
切
る
︒

②
ボ
ウ
ル
に
卵
を
割
り
入
れ
て
溶
き
ほ
ぐ

す
︒
牛
乳
を
少
量
ず
つ
混
ぜ
な
が
ら
注

ぎ
入
れ
︑
塩
︑
し
ょ
う
ゆ
を
加
え
る
︒

③
器
に
レ
モ
ン
の
皮
と
み
つ
ば
を
入
れ
て

②
を
等
分
に
注
ぎ
︑
１
個
ず
つ
蓋
ま
た

は
ラ
ッ
プ
す
る
︒

④
フ
ラ
イ
パ
ン
︵
ま
た
は
鍋
︶
に
約
２
㎝
の

高
さ
ま
で
水
を
入
れ
︑
③
を
入
れ
て
蓋

を
し
︑
強
火
で
２
～
３
分
︑
卵
液
の
色
が

白
っ
ぽ
く
な
り
表
面
が
固
ま
っ
た
ら
火

を
弱
め
︑
と
ろ
火
で
７
～
８
分
蒸
す
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
82
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
4.8
ｇ
︑

脂
質
4.9
ｇ
︑
塩
分
1.0
ｇ

ゴ
ー
ヤ
の
ナ
ム
ル
風

材
料

４
人
分

ゴ
ー
ヤ
１
本
︵
150
ｇ
︶
も
や
し
80
ｇ
︑
ミ
ニ

ト
マ
ト
４
個
︑
ロ
ー
ス
ハ
ム
20
ｇ
︑
玉
ね
ぎ

10
ｇ
︑
Ａ
︵
し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
２
︑
酢
小
さ

じ
２
︑
砂
糖
小
さ
じ
１
︑
ご
ま
油
小
さ
じ
２
︑

す
り
ご
ま
小
さ
じ
２
︶

作
り
方

①
ゴ
ー
ヤ
は
縦
半
分
に
切
り
︑
ス
プ
ー
ン

等
で
種
を
取
り
除
き
︑
薄
切
り
に
す
る
︒

も
や
し
は
さ
っ
と
茹
で
て
お
く
︒
ミ
ニ

ト
マ
ト
は
ヘ
タ
を
取
り
︑
半
分
に
切
る
︒

ロ
ー
ス
ハ
ム
は
短
冊
に
切
る
︒
玉
ね
ぎ

は
み
じ
ん
切
り
に
し
て
水
に
さ
ら
し
︑

ペ
ー
パ
ー
で
水
気
を
絞
る
︒
Ａ
は
混
ぜ

合
わ
せ
て
お
く
︒

②
ゴ
ー
ヤ
は
沸
騰
し
た
お
湯
で
さ
っ
と
茹

で
︑
冷
水
で
冷
ま
し
ザ
ル
に
上
げ
︑
手
で

絞
る
︒

③
Ａ
と
材
料
と
和
え
︑
皿
に
盛
る
︒

※
エ
ネ
ル
ギ
ー
52
㎉
︑
た
ん
ぱ
く
質
1.9
ｇ
︑

脂
質
3.3
ｇ
︑
塩
分
0.6
ｇ

い
つ
ま
で
も
健
康
な
食
生
活
を
送
る
に

は
３
食
し
っ
か
り
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
︒
欠
食
を
す
る
と
摂
取
す
る
食
品
数
が

ぐ
っ
と
少
な
く
な
り
ま
す
︒
特
に
朝
食
は

１
日
の
活
動
源
で
す
︒
食
べ
る
習
慣
を
つ

け
ま
し
ょ
う
︒

ま
た
︑
高
齢
者
は
加
齢
に
と
も
な
い
︑
味

覚
が
衰
え
て
く
る
た
め
に
︑
濃
い
味
付
け

に
な
り
が
ち
で
す
︒
食
塩
は
１
日
男
性
９

ｇ
未
満
︑
女
性
7.5
ｇ
未
満
を
目
標
に
し
ま

し
ょ
う
︒
た
だ
し
す
べ
て
の
料
理
を
薄
味

に
す
る
と
食
欲
が
低
下
し
ま
す
の
で
︑
１

品
は
普
通
味
に
す
る
︑
柚
子
や
大
葉
︑
ご
ま

な
ど
の
香
り
や
︑
旨
味
の
濃
い
だ
し
汁
を

使
う
な
ど
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
︒

だ
れ
か
と
一
緒
に
と
る
食
事
は
お
い
し

い
も
の
で
す
︒
ま
た
１
人
よ
り
２
人
で
食

事
を
し
て
い
る
人
は
食
品
数
が
多
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
︒
で
き
る
だ
け
家
族
や
友

人
と
い
っ
し
ょ
に
食
事
を
と
り
︑
楽
し
い

食
事
の
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
︒

※
問
合
せ
︑
献
立
レ
シ
ピ
は

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電

話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

今
月
の
料
理

｢

高
齢
者
の
食
事
﹂
か
ら

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

▼
基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
香
典
返
し
︼

▽
石
田

豊

千
葉
県
︵
亡

青
史
︶

▽
冨
山

忠
利

長
谷
川
︵
亡

タ
ツ
ミ
︶

▽
水
田

和
彦

馬
場
︵
亡

ミ
チ
ヨ
︶

▽
荒
木

義
房

け
や
き
台
１
丁
目
︵
亡

郁
子
︶

▽
天
野

幸
子

東
町
下
︵
亡

秀
樹
︶

▽
北
﨑

哲
郎

新
町
︵
亡

ス
エ
ノ
︶

▽
林

嘉
治

池
ノ
坂
︵
亡

勝
義
︶

▽
天
本
八
代
子

宮
脇
︵
亡

壽
敏
︶

▽
寺
﨑

孝
久

９
区
︵
亡

寿
美
︶

▽
中
村

洋
子

向
田
西
︵
亡

雅
孝
︶

(敬
称
略
)

︻
お
詫
び
と
訂
正
︼

広
報
き
や
ま
７
月
15
日
号
９

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
﹁
少
年

野
球
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
﹂

の
チ
ー
ム
・
問
合
せ
先
に
︑
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
左
記
の
と
お
り

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
︒

[正
]

基
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

鶴
岡
９
２
︱
２
９
５
０

[誤
]
基
山
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

鶴
岡
９
２
︱
２
９
５
３

ま
ち
な
か
公
民
館
オ
ー
プ
ン
！

︻
モ
ー
ル
商
店
街
事
務
所
︼

モ
ー
ル
商
店
街
の
Ｐ
ｅ
ａ
ｓ
ｅ

︵
ピ
ー
ス
︶
横
︵
旧
ぼ
た
ん
や
︶
に
ど

な
た
で
も
利
用
で
き
る
公
民
館
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒

サ
ー
ク
ル
活
動
・
各
種
教
室
・
展

示
会
・
学
校
帰
り
の
自
習
室
等
使
い

方
無
限
大
！
お
買
い
物
の
休
憩
所
と

し
て
も
ご
利
用
で
き
ま
す
︒

※
テ
ー
ブ
ル
・
椅
子
準
備
し
て
お
り

ま
す
︒
携
帯
・
ス
マ
ホ
無
料
充

電
・
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
も
使
用
可
能
で

す
︒

▽
利
用
時
間

午
前
10
時
～
午
後
７

時

休
館
日
な
し

▽
使
用
料

無
料
︵
平
成
26
年
度
中

限
定
︶

※
問
合
せ
・
申
込
み
先

モ
ー
ル
商
店
街
事
務
所

電
話
９
２
︱
０
０
２
５

交
際
費
執
行
状
況

基
山
町
町
長
交
際
費
の
公
表
に
関

す
る
要
綱
に
基
づ
き
︑
町
長
交
際
費

の
平
成
26
年
度
６
月
︑
７
月
分
の
執

行
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
︒

支出

種別
支出年月日

支出金額

(単位：円）
支出の相手方及び行事名等

行事等の

開催日

御 祝 ６月５日 5,000 基山スカウト育成会総会 ６月６日

接 遇 ６月10日 12,000 九州南部化成株式会社進出協定締結式 ５月27日

御 祝 ６月25日 4,294 基山モール商店街協同組合総会 ５月29日

弔 慰 ６月30日 5,000 第13区区長代理太田省三氏葬儀（香典） ６月30日

賛 助 ７月10日 5,000 被爆69周年原水爆禁止運動 ７月23日

６、７月分合計 ５件 31,294円

平成26年度累計 ７件 41,294円
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久
留
米
地
区
職
業
訓
練

協
会
受
講
生
募
集

︻
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
︼

※
受
講
場
所
は
久
留
米
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー
で
す
︒

※
問
合
せ
先

久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

タ
ー
︵
〒
８
３
９
︱
０
８
０
９

久
留
米
市
東
合
川
５
︱
９
︱
10
︶

電
話
０
９
４
２
︱
４
４
︱
５
２
０

新刊ピックアップ！新刊ピックアップ！
｢遺文」 吉原裏同心（二十一）佐伯 泰英／著 光文社刊

吉原会所の頭取・四郎兵衛の傷がようやく癒
えた折り、またも吉原が「脅威」にさらされた。
吉原裏同心の神守幹次郎は、いまだ復調ならぬ
四郎兵衛に伴って、吉原の秘された過去の「遺
文」があるとされる鎌倉へ。そこで彼らを待ち
受けていたのは過去最強の刺客たちと衝撃の
「秘密」だった。シリーズ史上最高傑作！

｢平凡」 角田 光代／著 新潮社刊

もし、あの人と別れていなければ。結婚してい
なければ。子どもが出来ていなければ。仕事を
辞めていなければ。仕事を辞めていれば……。
もしかしたら私の「もう一つの人生」があったの
かな。どこに行ったって絶対、選ばなかった方の
ことを想像してしまう。あなたもきっと思い当
たるはず、６人の「もしかしたら」を描く作品集。

｢岳飛伝 ９」 北方 謙三

｢図解でよくわかる農薬の

きほん」 寺岡 徹／監修

｢小さい自治体輝く自治」

全国小さくても輝く

自治体フォーラムの会／編

｢おもてなし英会話」

デイビッド・セイン

｢魔 法 科 高校の劣等生

５」 佐島 勤

｢なぜ、女性が活躍する組

織は強いのか？」

麓 幸子／編

｢逆境？それ、チャンスだ

よ」 長州 力

｢ぐりとぐらのかいすいよ

く」 中川 李枝子

基
山
町
役
場

企
画
政
策
課
／
〒
841-0204

佐
賀
県
三
養
基
郡
基
山
町

大
字
宮
浦
666番

地
☎
(0942)92-2011

基
山
町
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

再
生
紙
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

図書館だより
http://www.kiyama-lib.jp/

や
っ
た
ね
！
歯
ッ
ピ
ー
ち
ゃ
ん

～
保
健
セ
ン
タ
ー
～

７
月
の
３
歳
児
健
診
で
︑
む
し
歯
が
無
か
っ
た
子
ど
も
達
を
８
月
15
日
号
と

９
月
15
日
号
に
わ
け
て
紹
介
し
ま
す
︒

(50
音
順
)

夏休みの宿題は終わりましたか？

図書館では読書感想文・自由研究

の本もあります。

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？
９月７日（日）午前９時30分より
児童室にて

｢ぼくうまれたよ」
花之内 雅吉／作・絵

｢三びきのやぎのがらがらどん」
マーシャ・ブラウン／え

せた ていじ／やく

開館時間 午前９時∼午後５時

休館日 毎週月曜日・祝日・毎月末日

詳しくはHPまたはお電話で。

電話９２−０２８９

石
いし

松
まつ

季
き

紗
さ

ちゃん 池
いけ

尻
じり

蒼
そう

佑
すけ

くん今
いま

村
むら

綾
あや

音
ね

ちゃん

川
かわ

上
かみ

華
は

奈
な

ちゃん北
きた

島
じま

彩
いろ

葉
は

ちゃん木
き

原
はら

瑠
る

奈
な

ちゃん

内
うち

田
だ

遥
はるか

ちゃん

寺
てら

﨑
さき

唯
ゆい

ちゃん

内
うち

田
だ

みずほちゃん

鳥
とり

飼
かい

修
しゅう

汰
た

くん

大
おお

塚
つか

蒼
そう

海
ま

くん

西
にし

田
だ

向
こ

杏
あ

ちゃん


